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見直 し
，

その 手法 や認識 に課題が な い か

を洗い 出し ， 必要に応 じて別 の 調査 で補

足 す る と い う， 安 易 に 新 た な 調査 を企画

す る よ りはむ しろ骨の お れ る丹念な実証

研究 を積み重ねて い る点 ， で ある 。

　以前あ る雑誌で ， 大学 に お い て就職課

が頑張 るほ ど教育 が空洞化 す る と指摘 し

た こ とが あ っ たが ， 本書 を読 んで い て そ

の こ とを思い 出した
。

な お
， 学校経由の

就職 か らの 脱却 と職業的レ リバ ン ス の 回

復が 必 要 とい う著 者の 政策提言 に 対 して

は ， 理念 レ ベ ル の 望 ま し さ
， 実際 レ ベ ル

の 可能性 とい う点で ， 異論の ある読者 も

少な くな い か もし れ な い
。 た だ し ， そ の

こ とに よ っ て 本書の 意義が 損なわ れ る も

の で は な い 。 な ぜ な らば ， 「学校経 由の

就 職」 と 「教育 の 職業的 レ リバ ン ス 」 の

行方 は ， これ ま で 以上 に 学校か ら職業 へ

の 移行 を考 え る際 に 避 けて通 れ ない キー

ワ ー ドだか らで ある
。
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■　 書　評　 ■

木村保茂 ， 永 田 萬享 ［著 ］

「転換期の 人 材育成 シ ス テ ム 」

法 政大 学 上西　充子

　本書 は1990年代後半か ら2000年代に か

けて 行わ れた ， 人 材育成 シ ス テ ム に 関す

る実証 的研 究の 成 果 を と りま と めた もの

で ある 。 著者 の 主 な 関 心 は Off・JT に

あ り， 企 業 に お け る Off・JT ， 企 業 内

職業能 力開発短 期大学校 に お け る Off・

JT ， そ して公 共職業能力開発施 設 で あ

る ポ リテ ク カ レ ッ ジ お よびポ リテ ク セ ン

タ ー に お け る Off ・JT が 取 り．ヒげ られ

て い る 。

　本書は序章 「本書の 課題 と構成」， 第

1章 「変容 す る人材育成 シス テ ム
ー

変わ

る企 業内教育一
」， 第 2章 「企 業 内職業

能 力開発短期 大学 校 と テ ク ニ シ ャ ン 養

成」， 第 3章 「今 日 の 公 共職業訓 練 と企

業 の 活用」， 第 4 章 「人材育成 シ ス テ ム

の 再構築へ 向けて
一公 共職業訓練の 役割

と可能性
一

」 とい う章立 て で 構成 され て

お り， 序章 ・第 1 章 ・第 4章 を木村保茂

が ， 第 2 章 ・ 第 3 章 を永田萬享が執筆 し

て い る 。

　序章 と第 1 章 で は ， 「転 換期 の 人材育

成 シ ス テ ム 」 とい う本書の タ イ トル が 示

す よ うに ， 人材育成 シ ス テ ム の 「変容」

を と らえ る枠組みが 提示 されて い る 。 そ

の 変容 とは OJT の 比 重 の 低 下 と Off・

JT の 地位の 高 ま り， 企業外部の 教育諸

機関の活用で あ り， そ れ は 「
一

括採用 し

た学卒労働力を企 業内で長期間か けて養

成す る シ ス テ ム か ら ， 学校の 職業教育や

公共職業訓練 を含 む多様 な教育諸機関で

育成 する シ ス テ ム へ の転換で ある 」 とと

らえ られ て い る。 そ して 「企業外部の教

育訓練 の活用 は ， 自己完結的 な世界 と企

業内部だ けで 通 用 す る技能形成 シ ス テ ム

の あ り方 に変容 を迫 らざ るを得な い 」 と

35ノ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

展望 され て い る の で ある 。

　 しか し， 第 1章か ら第 4章にか け て の

実証的 な研究 は ， そ の 枠組 み を必ず しも

裏付 け る もの とは な っ てい ない
。 む しろ

評者 に は ， 実証研究が明 らか に した 実態

は 「労働者の 企 業 か らの 自立 と横断的労

働市場の 形成」へ の著者の 期待 に 反す る

もの で あ る と思わ れた 。

　第 1 章で は 自動車産業 と鉄鋼業に お け

る事例が取 り上 げ られ て い る 。
こ れ を見

る と ， 確 か に OJT は 万 能 で は な く，

Off・JT は重 要 で あ る よ うだ 。 しか し ，

Off 。JT の 「比 重 が 高 ま っ て い る」か

どうか は必ず し も明 らか に示 され て い な

い
。 事例で 紹介 さ れて い る多 くの 企業で

は ， Off・JT の 期 間 は む し ろ 短 縮 さ れ

て きて い る 。 また ， 公 的技能 資格 の 取得

な どの 例 も紹 介 さ れ て い る と は い え，

Off ・JT の 中で も企 業外で は な く企 業

内 の Off・JT が 重 要で あ る こ と が 企業

に よ っ て指摘 され てい る。た とえ ば ， 日

常的に職場で 行 われ る 「勉強会」や 「メ

ー カー
の 説明会」 な どの 「イ ン フ ォ

ー
マ

ル な教育」が 「フ ォ
ー マ ル な教育」 よ り

も OJT と の 接合性が 高 く， 「問題解決

能力や 創造性 の 形成 に富ん で い る」 と い

う鉄鋼業C 社 の 指摘 ， 「応用 力 は会 社 の

教育 で な い と身 に つ か な い
。

…社 内 の

OJT や Off・JT でや っ て い か な けれ ぼ

駄 目で す」 と い う電気産業 1社の 指摘 な

どで あ る。

　第 2章で は 自動車産業お よ び電機産業

を対象と して
， 企 業内職業能力開発短 期

大学校 に お け るテ クニ シ ャ ン 養成 が紹介

さ れ て い る 。 IT 化 ・ ME 化 の 進 展 に よ

っ て 「機械 ， 電気 ・電子 ， 情報」の 「三
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位
一

体」化 した 教育が 新た に 必 要 とな っ

た とい う説明 はわ か りや す い
。 「技術 と

技能 を併 せ 持つ ， 実践 に優 れた技術者」

を座学 と実習の 組 み合わ せ に よ っ て 養成

して い くと い う短期大学校の狙 い も理解

で き る 。 しか し ，
こ こ で も Off・JTを

担 うの は企業が設立 した 教育訓練機関で

ある 。 実際の 生産 ラ イ ン に近 い もの を教

材 として つ くっ て 分解 し最適調整 を して

い く， 工 場 の 現場で 直面 して い る課題 を

テー マ と した応 用研 究 を行 うな ど， 「公

共 的な訓練施設で は み られ ない 生産現場

と の深 い 結 び つ き」が そ こ に は あ り，

「工 場 の 現場 と の 強 い 連続性 を も っ て
，

テ ク ニ シ ャ ン 養成が 行わ れ て い る 」の で

ある 。

　第 3章 と第 4章で はポ リテ クセ ン ター

で 展開 して い る在職者向 けの 「能開セ ミ

ナー
」 と ， ポ リテ ク カ レ ッ ジが展開 して

い る高卒者 向けの 2 年制の 専門課程 が 主

に紹介 され て い る 。 ボ リテ ク セ ンタ ー と

ポ リテ クカ レ ッ ジ は共 に独立行政法人雇

用 ・ 能力意開発機構 が運営 して い る公共

職業能力開発施設で ある 。 こ こ で は ポ リ

テ ク カ レ ッ ジが 「概念で は な く実物で考

える こ とが で きる」人 材を養成 して い る

と評価 さ れ て い る こ と ， 中小企 業の 製造

業 に 定着率 の 高い 人 材 を供給 して い る こ

とが 示 され て い る 。 しか し 「能開セ ミナ

ー」 に つ い て は ， 事業主団体 や個別企業

の ニ ーズ に 応 じた オ ーダ ー
メ イ ド型 の セ

ミナ
ー

を基本 と して い て 個人 と して の受

講 を積極的 に受 け入れ て い る場合 が少な

い こ と， 技能資格教育や基礎 的 な教 育に

対す る地域 の ニ ーズが あ りなが ら 「地方

公 共 団体や 民 間教育訓練機関との 適切 な
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役割分 担 を図 る 」 と い う観点か ら高度な

内容の セ ミナー に 限定 して 実施が求 め ら

れ て い る こ と ， し か し高度 な 内容の セ ミ

ナー を行うに は指導員の レ ベ ル ア ッ プや

受 け持 ち時間な どの点で 困難 が大 きい こ

とが 述べ られ て い る 。

　企業内職業能力開発短期大学校や ポ リ

テ クカ レ ッ ジ
， ポ リテク セ ン タ ーな ど ，

広義の 公共職業訓練の 現状を知 る こ とが

で き る文献は 限られ て い る 。 そ の意味で ，

そ れ ぞ れ の カ リキ ュ ラ ム や 内容， 企 業の

ニ ーズ と の対応関係 ， 受講生 の 受講後の

職場 で の 働 き方な どを詳細 に紹介 した本

書 の 意 義 は 大 き い
。 しか し ， もと も と

別々 に 発表 された論文 をひ とつ の 枠組 み

に ま とめ る段階で ， 無理 が生 じて い る よ

うに評者 に は思わ れた 。

　　　　◆四 六判　235頁　本体 2
，
400円

　　　　　　　 学文社　2005年 2 月刊

■　書　評 　顯

永 田佳之 ［著］

「オル タナ テ ィ ブ教育一 国際比較 に 見 る 21世紀の 学校 づ くり　 」

龍谷大学 小島 勝

　本書 の 帯 に は ， 「
一

割の 妙 　マ イ ノ リ

テ ィ の声が反映 さ れ る社会空間の 創設 を。

ボ リ ビア ， タイ ， オ ース トラ リア ， オ ラ

ン ダ， オ レ ゴ ン 州 ， デン マ ーク に 見 るス

キ マ とア ソ ビの 教育世界」 と書か れ て い

る が ， こ こ に本書の エ ッ セ ン ス が表現 さ

れ て い る 。

　 シ ュ タ イナ ー学校やサ マ ー ヒ ル ・ス ク

ール
， チ ャ

ータ ース クール や フ リース ク

ー
ル な どの オ ル タ ナ テ ィ ブ ・ス ク ール の

存在価値に つ い て ， 「社会の 知恵 と して ，

一
割 ほ どの ス キ マ を常に 確保 で きる よ う

に して お くこ とが 殊の ほか 大切 で あ る ，

と私は 考 える 。 ス キ マ か らそ よ風 を通 し ，

部屋全体を リフ レ ッ シ ュ す る」 と 「は じ

め に」 に ある よ うに ， 全学校数 の 3割で

もな く 5割で もな い
， 「1割」の オ ル タ

ナ テ ィ ブ ・ス ク ール の存在 こそ ， 当該社

会の教育体系 に とっ て重要で ある とい う

の が著者の 見解で あ る 。
こ れ は ， デ ン マ

ークの オル タナ テ ィ ブ ・ス クール の 支援

協会事務局ス タッ フ で ある オ ー レ ・ミケ

ル セ ン （Ole　 Mikkelsen ）氏 の 考 え に も

とつい て い る よ うで あ るが ， 著者 は ， オ

ル タナ テ ィ ブ教育の 最 も望 ま しい 形 態 を

デ ン マ
ー

ク に見 て もい る 。

　「あ とが き」に お い て 「公 教育 と い う

メ イ ン ス トリーム の 先行研究は 山積 され

て きた
一

方で
，

オ ル タ ナ テ ィ ブ教育の 研

究 ， ま して や 実践や理 論の 紹介で は な く，

そ の 実際， す なわ ち法律や行財政 との 関

わ りを も射程 に置 い た研究 は皆無 に等 し

い 。 したが っ て ， こ こ 10年 ほ ど取 り組ん

で きた研究 は ， トン ネル を掘 り続 ける よ

うな作業で あ っ た よ うな気が す る」 と著

者 自身が述 懐 して い る よ うに ， 本書 は ，

オ ル タナ テ ィ ブ教育 に 関す る行政学的 ・

社会学的な国 際比 較研究 の 最初の 総合的
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